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Fabrication of depth and water temperature data logger housing to attach a bottom trawl fishing gear

and the jig for traction recorders
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はじめに

操業中の水中の漁具の形状を把握することや，実

際に漁具が設置されている漁場の水温を測定するこ

とは，合理的な漁業を行う上で重要である．実際の

漁業現場において漁業者は，底曳網では海底に接す

るロープやチェーンの擦れ具合や曳網時の抵抗等か

ら漁具の形状を，漁獲された魚種の変化などから水

温の変化等を推察しているものの，多くの場合正確

な数値としては把握していない．

操業中における網の抵抗等の値を連続して測定記

録させる方法については，1951年から葉室１）によっ

て取り組まれ，測定機器を考案，製作し底曳網の操

業中の網の挙動実態について調査している.

1991年頃からは，センサーの多様化，データロガ

ーの小型化，記憶容量の増量化が進み 2），比較的安

価な水深や水温などのロガーが入手可能となった．

当センターも漁具開発試験や資源管理のためのデー

タとして，底曳網漁具の張力，水深等各項目測定や

水温計により漁獲物の生息水温の連続した記録の測

定を行っている．センサーを漁具に設置する際には

漁具から外れないように保持し，衝撃から保護する

ためのハウジングが必要である．当センターでは従

来，ハウジングは塩化ビニル製の水道パイプ等を利

用した簡易的ものを使用していたが，2016年度はス

テンレス製のハウジングを作成した．そこで，その

製作の意図と仕様を資料として記録する．

また，漁具の張力を測定する牽引力記録計は,数年

に１回程度の正確度の確認のための張力測定が望ま

れる．そこで島根県産業技術センター所有の万能引

張圧縮試験機（以下試験機）により測定を行うこと

とし，牽引力記録計を試験機に設置するための治具

を作成したので資料として記録する．

材料と方法

ハウジング Star-oddi 社製 DSTmilli-TD（温度，

水深）,JFEアドバンテック社製小型メモリー圧力計

DEGFI2-D20HG（水深）に対応した2種類のハウジン

グを作成した．ハウジングは配管用ステンレス鋼管

を利用し,その中にセンサーを入れ片側をソケット

（ねじ込み管継ぎ手）で止め，両端は中に入れたセ

ンサーが落ちない大きさの穴を設けた．片端とソケ

ットにはロープで漁具にハウジングを固定できるよ

うにリング様のアイを取り付けた．またセンサーを

中に入れた場合長さ方向に間隙があるため，シリコ

ンパイプなどを詰めセンサーがハウジングの中で振

動することを防いだ．

DSTmilli-TD を入れたハウジングは配管用ステン

レス鋼管 15A を使用し座金をかませ,株式会社気泡

材研究所製の VINY 4T-3 のフロートの穴を通しね

じ止めする形状とした．フロートに取り付けたのは，
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漁労作業中でも目立つようにするためで，フロート

が壊れる事故はあったがセンサーが破損することな

く，3 か月間取り付けた状態であっても漁業者に忘

れられることはなかった（図１）．

DEGFI2-D20HG 用のハウジングは配管用ステンレ

ス鋼管25Aを使用し，ハウジング円筒部の中央部付

近にもう一つリング様のアイを取り付けた（図２）．

牽引力記録計用治具 牽引力記録計は nke 社製セ

ンサーF（F10）で，試験機は島津製作所製のオート

グラフAG-100kNXを使用した．なお本試験機は，2015

年 10月に JCSS 校正を行い，JIS B7721 に規定する

1 等級を満たすことを確認している．試験機の材料

の固定方法は，上下のアイボルトによっておこない

垂直方向に力をかける仕様である．そこで試験機側

のアイボルトとF10側のアイにピンを通し，小判型

のステンレス板により試験機とF10とをつなぐ仕様

とした（図3）．また，F10とステンレス板の間隙の

スペーサーの有無について検討した（図4）．

結果と考察

DSTmilli-TD，DEGFI2-D20HGをこれらのハウジング

に収納し，漁具に取り付けたところ測定，記録され

ていることを確認した．測定結果やハウジングの影

響については，別に報告することとする．

また，治具はスペーサーの有無によりピンの許容

曲げ荷重や許容せん断曲げ荷重に差があることがわ

かった（表1）．スペーサーがない場合は約2ｔｆで

あったが，スペーサーのある場合には約 13.9tｆで

あった．F10の測定は10ｔまで計測可能であること

から，0-10tｆまでの範囲で測定する必要がある．そ

こでスペーサーを取り付けて測定することとした．

測定結果については別に報告する．

ハウジングの影響について ハウジングについて

は，鋼管を利用し両端に穴をあけていることから水

深の測定に関しては影響は少ないものと思われるが，

水温については多少の影響があることが考えられる．

しかし実操業船の底曳網取り付ける場合約2時間水

中にあることから秒ごとに測定するなどの細かい分

析をしなければ，実用上の問題はないと考える．
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